
























圧療法の有効性を検証するための介入試験である HOMED-BP(Hypertension Objective 






















と比較すると，より大きい値を示した（各々の尤度比χ2: 拡張期血圧 17.4, P＜0.001; 平
均血圧 22.5, P＜0.001）．続いて，観察期と追跡期の 2 つの同指標が同時に含くまれたモ
デル間の尤度比を比較したところ，追跡期の収縮期，拡張期，および平均血圧は，観察
期の同指標に比して心血管イベントリスクとより密接に関連していた（観察期に対する
尤度比χ2 vs 追跡期に対する尤度比χ2: 収縮期血圧 1.47, P=0.014 vs 1.55, P＜0.001; 拡
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 そのような背景を元に、本論文では、Hypertension Objective Treatment Based on 




ト発症数は 46 例（1.5％）であった。 
 結果として、以下の３つの点が明らかになった。（１）家庭収縮期血圧、拡張期血圧、お
よび平均血圧は、観察期と同様に追跡期においても心血管イベントを有意に予測していた
が、脈圧は観察期および追跡期とも心血管イベントとは有意に関連はしていなかった。（２）
家庭収縮期血圧、拡張期血圧、および平均血圧では、観察期データに比較して、追跡期の
血圧レベルの方が、より密接に心血管イベントと関連することが判明した。（３）今回の研
究で評価した全ての血圧指標の中で、追跡期の家庭平均血圧が最も高い心血管イベント予
測能を有していた。 
 今回得られた結果は何れも重要であるが、とくに追跡期の家庭平均血圧の有用性を示し
た３番目の結果は、現在の実地臨床の中で大きな意味を持つ知見である。 
 これまでの血圧の評価は、もっぱら収縮期血圧と拡張期血圧だけを用いて行われていた。
実地臨床の中でも、収縮期血圧・拡張期血圧についてはそれぞれの正常値、あるいは目標
値などが定められているが、その一方で、平均血圧については未だ診断および治療に関す
る基準値が存在していない。そのため、現時点で平均血圧を直ちに「最も有用な血圧の指
標」として導入することは実用的ではない状況にある。 
今後は、実地臨床における家庭平均血圧の実用性かつ有益性を証明するために、平均血
圧レベルを指標とする介入試験の必要性が望まれ、そのエビデンスの基盤になるという点
で、本論文が果たす意義は大きい。 
 
 よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として合格と認める。 
